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新しい⽣活様式におけるICTを活⽤した
⼈とまちのつながりネットワーク
構築連携協定について

瀬⼾旭医師会・瀬⼾市
株式会社インターネットイニシアティブ

令和２年９⽉２４⽇
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【会社紹介】株式会社インターネットイニシアティブ（IIJ）

ネットワークの持つ巨⼤な可能性を切り拓きます。
インターネットを真の社会インフラに。

⾼い
技術⼒

国内初の
インターネット接続事業

業界シェアNo1の
サービス開発⼒と運⽤⼒

信頼性

各業界トップ10企業/組織
への⾼い導⼊率

（サービス浸透率）

総合⼒

セキュリティネットワーク

クラウド

IIJの強みと持続可能な取り組み

省電⼒データセンターの開発による
CO2排出量の削減を推進
グローバルネットワーク独⾃に構築し、
国内外の安定したサービス環境を提供

様々な災害や障害を想定し構築された、
強靭なネットワーク
IoT/5G技術をリードし、セキュリティを
考慮したコスト最適なICT環境の提供

オープンイノベーションや産官学連携推進
医療、⾦融、農業などイノベーションを
求める産業領域への事業開発と技術開発

インターネット事業を通じて、
持続可能な社会の実現に貢献します。

環境配慮
Earth/Global

基礎技術
Region

応⽤展開
Local
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地域包括ケアシステムから「くらしのプラットフォーム」へ

⾼齢者
（ターミナル期）

全世代⽀援
（⼩児、障がい者、
⾼齢者も含む）

在宅医療
⾮⽇常にも対応
(災害・救急時)

対⾯でのカンファレ
ンス・多職種連携

ICTを活⽤した
安⼼・安全な情報
共有と連携

地域ネットワーク情報連携基盤（⼈とICTネットワーク）

全世代⽀援

くらしの⽀援

広
域
連
携

ICT活⽤

新型コロナウィルス対策

新しい⽣活様式
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⽣活情報を連携した「在宅医療介護連携事業」の推進
「⾼齢者サポート」と「瀬⼾旭もーやっこネットワーク」との連携

瀬⼾市
（データ分析）

基幹病院

介護事業者
（ケアマネジャー）

瀬⼾旭医師会・⻭科医師会
薬剤師会

高齢者、障がい者
子ども

・運動不⾜、⾷欲不振、認知⼒低下の予兆

⾃
動
送
信

①
電
話

患者登録

瀬⼾旭もーやっこネットワーク

温度・湿度・
ドア開閉

災害時や救急時の
情報連携に活⽤

・既往歴、処⽅歴
・介護状態
・ACP（⼈⽣会議）

※異常検知

コールセンター

ご家族
②本⼈に電話が繋がら
ない場合、コールセン
ターよりご家族に連絡

③ご家族に
も繋がらな
い場合には
市で⽀援

119番通報
8時、14時
の１⽇２回

患者・家族連携

在宅の様⼦

管理画面

⽣活情報
共有

在宅の様⼦

在宅の様⼦
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瀬⼾市「もーやっこサポート」事業

もーやっこ
サポート

温度・湿度・ドア開閉

設置場所（冷蔵庫）
ステータス⼀覧

コールセンター
ひとり暮らし⾼齢者宅

ドア開閉回数

安否確認・健康寿命延伸
地域包括⽀援センター

・⽣活状況の把握
・⽀援の必要性の把握

⽣活情報データ分析

（瀬⼾市、IIJ）

センサー提供︓合同会社ネコリコ
合同会社ネコリコは、中部電⼒とIIJの合弁会社です。

「もーやっこ
サポート」加
⼊で安⼼

980円

管理画⾯
（ダッシュボード）

管理画⾯
ご家族

（瀬⼾市外）

連携
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【参考】ステータス⼀覧画⾯

もーやっこサポート

Aさん

Bさん

Cさん
Dさん

Eさん

Fさん

Gさん

Hさん

Iさん

Jさん
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「みまもりセンサー」から得られた情報のデータ分析例①

全体傾向として朝は6:30から7:30 昼は12:00 ⼣⽅は17:00から18:00

対象者Aさんと全体（30世帯）の冷蔵庫ドア開閉を⽐較
※⻘⾊︓対象者Aさん（⽬盛り左）、オレンジ⾊︓30世帯合計（⽬盛り右）

⽣活活動時間

【ポイント①】
運動・地域参加提案

【ポイント②】
Aさんは、⽇曜⽇深夜
にドア開閉が多い
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曜⽇ 回数
⽉ 51
⽕ 28
⽔ 65
⽊ 38
⾦ 10
⼟ 21
⽇ 44

⾦曜、⼟曜に少ない。
深夜ドア開閉なし
※ショートステイ

●健康寿命の延伸

・「⽇曜昼間の運動量不⾜」が夜の睡眠不⾜につながっていないか。

・「医師の問診」で睡眠不⾜を処⽅箋で解決していないか。

ショートステイの翌⽇
で、⽇中の運動不⾜に
よる睡眠不⾜︖

「みまもりセンサー」から得られた情報のデータ分析例②

冷蔵庫ドア開閉
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平時の⽀援チームと
有事のメンバーを

情報連携

災害（要⽀援者）・救急情報連携
災害時⽀援台帳（障がい者や在宅酸素など避難時に⽀援が必要な
市⺠情報を含む）を「瀬⼾旭もーやっこネットワーク」と連携。

瀬⼾市 瀬⼾旭もーやっこネットワーク

台帳情報（患者情報）
の追加／更新

情報⼀括取込機能

災害時連携オプション
救急情報連携オプション

住⺠基本台帳
介護保険システム
などの⾏政情報

災害時⽀援台帳

+
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+120hr

+12hr

+24hr

地
域
情
報
把
握

発
災
直
後

災害時の情報活⽤モデル
平時から災害発⽣前後を含めた地域の情報共有を⼀元対応

-120hr

-24hr

-12hr

0hr

直
前
準
備
・
状
況
把
握 要援護者 安否確認

 「要援護者」機能
（⽀援優先の確認）

 かかりつけ医、⽀援チーム
との連携した安否確認

 コールセンター
（⼀⻫同報）

情報の検索

情報の更新 参加専⾨職の拡充
災害時の連携強化

患者情報・診療所・介護施設等の復旧状況

施設担当者が随時更新

 患者情報の確認
（担当ケアマネジャー）

 対応可能／復旧サービスの共有
 施設の被災状況を写真で共有

平時の対応へ

患者登録（要援護者登録）/患者情報の更新/災害訓練
 多職種連携
 要援護者⼀覧の更新
 避難所情報の確認
 連携プロジェクト（掲⽰板）
の⽴ち上げ

事前共有・告知

IIJ電⼦@連絡帳
サービス
＋

災害時連携
オプション
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「要援護者⼀覧」画⾯①
・要援護者をGoogleMap上に地図表⽰します。

・「新しい⽣活様式」で、「在宅避難」が増加する。

地図上で援護者を表⽰し、
⾏政・医療介護職で安否確認

⾚・⻘・⻩の3⾊のラベルを
設定可能

訪問看護師

医師
薬剤師
⻭科医師ケアマネ

⾏政担当者

介護スタッフ
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「要援護者⼀覧」画⾯②

個別の避難状況を⾏政含め多職種に連携

訪問看護師

ケアマネ

⾏政担当者

介護スタッフ

＜安否確認を投稿＞
ケアチーム内で安否情報を共有と

⾏政への報告

共有

報告
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・担当チーム
・既往歴
・処⽅歴
・ACP 等

消防救急システム連携

看護師

医師
薬剤師
⻭科医師

ケアマネージャー

瀬⼾市

介護スタッフ

救急隊員

患者

患者家族

⾼齢者の情報を共有（⽒名・性別・住所・近親者情報・介護認定 等）

「電⼦＠連絡帳」システム

消防・救急

医師 看護師

情報提供

情報
連携

＜患者本位の救急搬送＞⇒「かかりつけ医」との連携
地域の救急搬送における様々な地域課題に向けた、
⾏政・医師・救急消防との情報連携

搬送病院

「かかりつけ医」との連携により、
患者の状況や意思を把握した医療
の提供が可能
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ここのーと(患者・家族連携)⼩児在宅療育連携
「ここのーと」は患者・家族が在宅での「くらしの記録」を参考情報として、専⾨職に
連携することにより、在宅療養⽣活の⽀援を⾏うネットワークシステムです。

情報記⼊
情報閲覧

多職種⽀援チーム

医師 看護師 訪問介護員薬剤師 ケアマネー
ジャー

養護学校 救急隊員デイケア
職員

本⼈（患者）/家族

システム連携

「くらしの記録」を共有

患者(本⼈)患者家族
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消防

救急

介護予防
（地域包括ケアセン
ターとの連携）

「地域ネットワーク情報連携基盤」構築

⼈とまちの「つながり」を⽬的とし、「もーやっこネットワーク」に各種
情報を統合する地域ネットワーク情報連携基盤を構築する。

在宅医療介護

連携

（⼩児、⾼齢者）

災害
（在宅酸素など避
難時の⽀援）

地域ネットワーク情報連携基盤
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強み

新しい⽣活様式におけるICTを活⽤した
⼈とまちのつながりネットワーク構築連携協定について

ICT
活⽤

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

新しい⽣活様式 地域社会との
つながり

災害時の安否確認
救急連携地域課題

１）在宅医療介護連携「もーやっこネットワーク」構築※

２）みまもりセンサーを利⽤した⾼齢者サポート実証
【今後の事業展開】
３）新しい⽣活様式における⼈とまちのつながり（電⼦＠連絡帳＋みまもりセンサー）
４）災害発⽣時に避難⽀援を必要する住⺠の事前確認と⽀援
５）「消防救急システム連携」による近親者や「かかりつけ医」との情報連携

連携

１）ICTを活⽤した在宅医療介護連携（⼩児含む）構築と活⽤事例の提供
２）ICTを活⽤した市⺠と地域社会のつながり事業の⽴案と事例提供
３）⽣活情報を活⽤したデータ分析からの認知症対策事例の提供
４）災害時・救急連携システムと⼈⽣会議（ACP）情報のICT活⽤との連携基盤

の提供

株式会社インターネットイニシアティブ

平成25年４⽉から実施済み

令和元年に実証

〜住み慣れた瀬⼾市で安⼼して暮らせるために〜

※瀬⼾市、尾張旭市の医師・看護師・介護関係者など約750名が活⽤。在宅医療を必要する
患者1,500名のICT情報連携システムとして⽇常的に利⽤されている。

令和２年度〜
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